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] • 調査の経過

石清尾山古墳群の調査は、峰山開発構想に関連して文化財保護の立場から国庫補助事業として実

施するもので、摺鉢谷の西側綾線から石清尾山の東側稜線に点在する16基の小古墳について緊急発

掘調査するものである 。

なお、年次別調査経過は次のとおりである。

(1) 43年度 分布調査

(2) 45年度 発掘調査測麗 （地形図作成）

(3) 46年度 発掘調杏墳丘計測
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3 . 遣 跡の概要

4 号墳

高松市峰山町1826の2に所在する横穴式石室で、東方に開口する。一帯は東に面する傾斜地で畑

に開墾されている。墳丘は周囲の盛り 土が流失して、石室を構築する天井石の一部か露出してい る。

この古墳はつい近年までお稲荷さんの祭壇に利用されており、石室内部に祭壇をもうけ、床面は

コンクリートが敷かれていた。その際に床面が15叩から20畑程削 りとられている。奥壁は一枚石で

あったと思われるか、現在は取り除かれて、石室全体がトンネル状を呈してい る。 これは本4号墳

の20m程上方に、もう一基の横穴式石室(5号墳）かあり、これも石室内部がお稲荷さんの祭壇に利

用され、近年まで4号墳の中をトンネル状にくぐりぬけて 5号墳まで導き、この石室内部の祭壇を

参拝するという方法かとられていたようである。従って 5号墳の床面はコンクリートが敷かれ、石

室内部はコ ンクリートで祭垣が設けられているために、今回は調査の対象から除外した。

石室のプランは両袖式の横穴式石室で、石清尾山における横穴式石室群のなかでは最も規模の大

きいものである。
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9 号 墳

高松市峰山町と鶴市町の両町にかかる尾根上にあり、矛巽石塚てある。墳丘の東半が峰山開発株式

会社に、西半は国有地の西石清尾36、御殿37にかかる。

全長27.4 "'の前方後円墳て、墳丘はこの峰山一帯に数多く散乱する板状安山岩と、塊状の安山岩

を用いて築成する。今回の調査は墳丘の計測を主体としたか、墳丘の周辺に多数の安山岩が散乱し、

墳形を確実に把握することが困難な状態であった。

前方部端は積み石のほとんどが取り去られ、 一部根石となるものが露出していた。この根石ぞい

にトレンチを設定したが、これによってみる と前方端は地山に接し、比較的大形の安山岩（径約40

orn) を用いて15石か一列に並べられている。ただ両端の根石がそれぞれ不確定であるために正確な

計測値を出すことが困難であるが、概測値を出すと10,nを計る。主軸をはほ東西にとるが、前方部

は西方にある。この前方部の南側面はこれも前方端と同じように長径40-50叩程の安山岩を根石に

用いていることが判明した。しかしこの調森は前方部全域にわたっておこなうことはできなかった

が、今後の精査によれば前方部を形造る根石の確認は大いに期待されるところである。

次に後円部についてみれば墳丘の主軸に対して北方は当初から約l,nの高さに石積みがみられ比

較的保存状態かよく、原形を保っていた。ところが南側についてみれば、墳丘を形造る矛責み石か崩

され、墳丘の裾部を確認することができなかった。しかしこれもトレンチを設定して調査してみる

と北側と同じように高さ30血程の石和みか認められ、後円部のプランを形造っている状況が明らか

にされた。たたし北側と南側ではこの梢み石の高さが異なっているが、これは地形によって制約を

受けたものてあって、北側は自然地形が低くなっているために、自ら北側の積み石か高くなってく

るわけである。

後円部についても今後の精査によって原形プランおよび栢石塚における構築状況を明らかにする

ことができるものと思われる。

主体部は今回の調査では調査対象か ら除外したので明らかにすることかてきなかったが、 後円部

の中央に凹みかあり特に墳丘を築いている栢石が乱れているので盗堀にあっ たも のと思われる。 今

後の調査をまちたい。
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10号墳

裔松市鶴市町、御殿37番地にあって、南東に摺鉢谷をみおろす御殿山東斜面に、開□方向を南東に、

(N-10°-W) とって造られた片袖式の横穴式石室墳である。

東墳丘は、ほとんど原型をとどめておらず、石室東側部分に、ー25コンターでいくらか弧状の盛

土現存部状態をみることができるのみである 。

当初、天井石は、奥壁側に一石が確認され、 石室内には開墾に際し除去した小石が投げこまれた

らしく充満していた。これらの礫にまじって 8片の須恵器が浮いた状態で出土している。山林と畑

の境界付近にあることなどから何らかの手が加えられたものと考えられる。石室の西側壁はほぼ現

存し、東側壁は根石を 5石残すのみであることがわかる。

石室プランは、一次調査の 2-5号墳のような両袖とは異なり西側に袖をも つ片袖式石室である 。

また、計測値、石室内の配石などから前回の 8号墳との近似性が考えられる。

10
号
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遺
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状
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13号 壊

高松市西宝町香東37番地にあって、海側に突出した西宝寺山山頂から南方斜面に向かっ てのびる

舌状地先端部に、開口方向を南西に、 (N-10.9°-E) とって造られた両袖式の横穴式石室墳であ

る。

墳形は石清尾山古墳のなかでも比較的原形をとどめているのではないかと考えられる 。しかし、

本墳墳頂は境界にあたるため石室の石が除きとられ、現在墳丘上に南北に石列か立て られており 、

今日では約 Imの墳高しかつかめない状態である 。

当初石室内は、堆積土、小石、および石室使用石材が埋没してお り少し も石室の姿をみせていな

かった。その後の排石、排土により、石室は天井石の除去された状態で、敷石床面において原状の

遣物を検出することかできた。

石室プラ ンは、一次調査の 2-5墳のような両袖を有している 。また、計測値、石室形態等から

前回の 2・3号墳 との近似性が考えられる 。
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15 号 墳

15号 ・16号と仮称している。

西宝寺山の最高部(234)から東方にのひる尾根上に三基の積石塚（円墳）かあり、西方から14号マ

そのうち14号 ・16号は崩壊がはなはたしくて、ほとんど原形を止めて

いないので、今回の調査からは除外した。

15号墳についての計測は墳丘のプランの確認か問題となったか、墳丘上に積まれている安山岩を

除去していくと、円形プランにそって、高さ20-30omに石積みが認められた。これによって墳丘を

計測すると径7m を計る。

ものであるかも知れない。

ただし、墳丘の周辺に安山岩の集積かあり、これも墳丘の一部を形造る

しかしこの周辺における積石に、人工的とされるような配石は認められ

ない。主体部については墳丘の中央部かやや凹んているので、かって盗堀されたものかあるかも知

れないが、今回の調査からは除外し、墳丘の計測を主体とした。
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